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●関西の輸出動向 

 関西の最新の輸出動向が発表された。 

前月は電機関連の鈍化など、いくつかの異変がみられたため、

その後の推移が注目された。図表1をみる限り、直近の9月は好調

を取り戻した感がある。電機以外の動きをみても特に異変はな

く、全体として堅調に推移している。 

前月の動きを振り返ると、特に電子部品の大幅な減少が目を引

いたが、その主因は台湾や中国での IT 機器の生産不調であった。

特に、台湾は中国向けの輸出が減少するなど、厳しい動きがみら

れた。 

直近 9 月の動きをみる限り、電子部品はプラスに戻っており、

ひとまずは一時的な減少にとどまったと判断される（図表2）。 

 

●電子部品の輸出状況 

ただし、電子部品の輸出先別の動きをみると、必ずしも楽観は

できない。アジア NIEs（韓国、台湾、香港、シンガポール）向け

は依然として減少が続いているだけでなく、中国向けの戻りも強

いとはいえない（図表3）。特に、アジアNIEs向けは3か月連続の

前年割れであり、まったく楽観できる状況ではない。 

アジア NIEs 向けの悪化要因は、主に台湾向けの鈍化が中心とみ

られる。目下、世界的な IT 機器の需要減少が指摘される中、台湾

での関連生産の不調が、関西からの輸出鈍化につながっている可

能性が高い。 

  

●PCの世界市況の悪化 

世界的なIT機器の需要減少は、特にPCで顕著となっている。 

景気の後退やインフレの進行、コロナ禍による需要増の一巡な

ど、様々な要因で需要が落ち込み、過去数十年で最悪の市況とも

いわれる。 

中国 Lenovo や米国 DELL、HP、台湾 ASUS といった世界大手の販売が前年比で軒並み 2ケタ減となる中、

OEM生産の多い台湾では、大きな影響が広がっているとみるべきであろう。 

市況の悪化要因をみる限り、長引く可能性が否定できない。それに伴い、関西からNIEs向けの電子部品

の輸出鈍化も続く恐れがあろう。PC 市況に加えて、中国でのスマホ販売の悪化も取りざたされる中、当面

は電子部品の輸出悪化に対する警戒が必要とみられる。 
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【図表2】 

テーマ：アジアNIEs向けの輸出鈍化に対する警戒 

～世界的なIT機器の需要減に連動した動き～ 

～4 

【図表1】 

【図表3】 
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（出所）財務省「貿易統計」、以下同じ
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